
『発達障害の人の就労支援』  
（川崎市民講座・BY梅永雄二先生） 

を聞いて 

※ 本レポートは講演会配布資料の一部と、講演会を通して太田が理解した内容 

  および感想を書いたものです。その旨ご了承下さい。 

※ 個人的な作成資料につき、資料の無断転送はご遠慮ください。 

【講演会要領】 ※リンク先はコチラ 
川崎市民講座・『発達障害の人の就労支援』 
日時： 2012年12月1日（土）14:00～16:30 

httpwww3.ocn.ne.jp~vientopdf20121201_kouza.pdf


■梅永雄二先生について 

• 心理・教育の専門家として、発達障害の人の就労支援に長年
携わって来られた方（これまで1,500人/600社の就労支援に
関わる）。 

• ＡＢＡ、ＴＥＡＣＣＨプログラムに精通し、佐々木正美先生と共
著の本を出版されている 

• 志賀利一先生、小川浩先生（大妻女子）とジョブコーチ研修に
も取り組んで来られた（共著あり） 

• 著作「こんなサポートがあれば！」について 

  こんなサポートがあれば！①…自立支援法前 

  こんなサポートがあれば！②…自立支援法後 

  こんなサポートがあれば！③…就労支援に絞られた本 

                      （ ↑ 12月に発売） 

 



■発達障害の人が直面する課題 

≪学齢期≫ 

・虐待やいじめ、不登校、など様々（いじめはほとんどの場合経験する） 

・不適切な行動による叱られ、失敗体験の積み重ね 

・自尊感情を損ない、「生きづらさ」を感じているケースが多い 

 

≪就労期≫ 

• ニートの人が多い（８４万人いるが肌感覚として８割位は発達障害？） 

• フリーターとして働くと、多くの場合対人関係でつまづく 

 （知的障害がない人の場合、就職しても長く続かないことが多い） 

• 知的障害がある人の場合、就職するまでが難しいが、いったん見
つかると続くことが多い（特例子会社の台頭が大きい。ジョブコーチや企業
による構造化が上手くいっている） 



■発達障害の人の退職理由と対策 

「仕事そのものの能力」ではなく、「仕事以外の能力」でつまづくケース
が大半である 

（例）仕事そのものの能力…（スーパーだと）パッキング、値札付け、清掃など 

   仕事以外の能力    …日常生活能力、対人関係能力、余暇活動、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 

 

企業と当事者の間でニーズのマッチングがされていない 

  『仕事の能力』だけでマッチングを図ると失敗する。「仕事だから我慢して！」は最悪 

   のアプローチ。『互いのニーズ』のマッチングのため、他機関も含めた連携が必要 

 

ジョブコーチではなく、ジョブコーディネーター（通訳の役割）が必要。企
業と本人の間に立って「どういう仕事が向いているか？」を伝えることが
できる人。 

 

発達障害の人の側では、「人に頼るスキル」も重要。できないことは助
けてもらえばいい。その範囲の見極めのため、特性の自己認識が必要。 



■ソーシャルスキルとライフスキル 

≪ソーシャルスキルとは？≫ 

①場の空気が読めること 

②自分の発言を相手がどう受け取るか想像すること 

③自分の考えを、相手に分かるように伝えること 

 

≪ライフスキルとは？≫ 

●一言でいうと、親亡き後 に必要とされる力 

  （※具体的なスキルはAppendixを参照） 



一.  知的障害を伴う自閉症 

  ・東京の場合は特別支援学校の就労率４割 

  ・あえて養護学校を選ぶようなケースもあり 

  ・普通の高校を出ても就職は困難なことが多い（４割は不就労） 

 

二. 高機能自閉症、アスぺルガー、ＡＤＨＤ（診断受けた人） 

  ・小中では特別支援教育や専門家による支援を受けることができる 

  ・精神障害の/診断を受ければ手帳の取得が可能になる。 

  ・精神障害者も雇用率算定対象に入る流れ 

 

三. 診断は受けていないが、「自分は発達障害ではないか？」と思っている人 

 ・栃木ではＴＯＤＤＳ（トッズ）という就労支援センターがあり、心理検査結果を持参して相談すると、 

  障害者職業センターで３か月のトライアル雇用⇒就労、という流れで就労に結びつくようなケースも。 

 

四. 発達障害だが、自分ではそうは思っていない人 

 ・高学歴な人に多い。 

 ・たとえば梅永先生がみられたケースでは、６人の学生が全員就職面接で落ちたが、大学院試験には通った。  

  こういうタイプの人は、大学の先生などが向いているのかもしれない。 

■発達障害の四形態 



■印象に残ったお話 

・「対人関係が苦手な人に社会性を訓練すること」の矛盾 
（※ ＳＳＴは、ある意味で虐待となるリスクがあることを認識した上で取り組む必要がある） 
 

・「雨露凌げるが集団生活」と「路上生活」なら、後者を選びたい、
という人もいる 
 

・佐々木正美先生のメッセージ 
 『社交性を強いることはＡＳＤの方に大きな苦痛をもたらす。ＡＳＤの方をトレーニン
グするのではなく、周りにいる私たちがトレーニングして意識を変えるべきである』 
 

・映画「海洋天堂」で見られたライフスキル指導 
    －買い物をする 

    －洋服をしまう 

    －着替える 

    －バスに乗る 

    －たまごをわる 

    －ゆでる 

    －掃除をする （※ 構造化については、われわれが教え方を変える必要がある。 

    教え方がまずくてうまくいかず、父親が息子を叱る場面があった） 

 



■講演会の所感 

• 「ソーシャルスキルを強要することの矛盾」については常に感じていた。梅
永先生のお話を聞いて「ライフスキルの方が優先度が高い」ことを再認識。 

• ライフスキルは一見すると当たり前のようなことばかりだが、これらを確実
にこなせるようになることが、将来の就労にも大きく寄与すると思った。 

• ライフスキルは、まさに家庭の責任において取り組むべきことと痛感。   
会社で働く立場から見ても、これらは教科学習よりずっと重要なことと思う。 

• 「海洋天堂」の父親（ジェット・リー）がガンの宣告を受け、余命いくばくもな
い状態でわが子に教えたものは、正にライフスキルだった。我々にはまだ
時間があるので、やるべきことは、いくらでもある。 

• 「自立とは、何でも一人でできるようになることではない。サポートを必要と
する中身は一人ひとり違う」というお言葉に深く共感。「その境界線の見極
め」と、「ヘルプが必要な場合に声出しできるようにすること」が最も重要。 

• 本人側では「自分の特性をよく認識すること」と「困ったときには人を頼って
いい」という意識醸成が必要と感じた。 



Ａｐｐｅｎｄｉｘ 
講演会資料より 



■ライフスキルの具体例 

講演会資料より 


